
運用実績と評価について 

項目 H26「意見書」概要 現状の取り組み 検証 

情報の共有 □広報紙 読んでもらえる紙面づくり 

□ホームページ 関心を持ってもらえる情報発信 

□情報メディアの多様化 多様な媒体を活用 

□広報紙 

 パブコメ予告、内容、結果 

□ホームページ 

 パブコメ・審議会等掲載 

□その他の媒体 

 ラジオふらの 

 情報コーナー（市役所・図書館・

文化会館・支所） 

 連合会長会議・地域懇談会等 

 

市民参加手

続 

□情報がわかりにくい 

□公表方法 問いかけ方や実施方法の工夫 

□出てきた意見への回答の工夫（わかりやすく、丁寧） 

□最終段階の案だけでなく、企画段階での意見募集 

□対象範囲、情報を制限せず、意見の多少にかかわら

ず、提供すべき。 

□紙面の工夫 

□ホームページのリニューアル 

□パブコメ・審議会・意見交換会

など複数の手続き 

 

 

運用の改善 □職員の生民参加手続についての理解不足 

□市民に対し、市民参加条例を十分周知 

□職員向け制度説明会 H22 以降

未実施 

□パブコメ、審議会等の実施状況

を広報・HP に掲載 

 

資料３ 


